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１．人気が高いミュージアム

ルーブル美術館

メトロポリタン美術館（アメリカ）などと並んで世界最大級の美術館の１つ。

日本の美術館と大きく違う点として、ここでは写真撮影がOK！なので世界中から画
家や美術か、イラストレーターなどが独学の為訪れる。

http://srd.yahoo.co.jp/IMG/r=4/ig=565x423/id=buzzed6yozsPE0Jr2e/l=rx/da=s/tid=MMSI04_01/bzi=1/fst=0/q=%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%B4%E3%83%AB%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8/SIG=131dkp2r4/EXP=1264315534/*-http:/commeci.blog.so-net.ne.jp/_images/blog/_db7/commeci/20080319-5300e.jpg
http://srd.yahoo.co.jp/IMG/r=2/ig=500x332/id=buzzd4uGcgXc5uddQ/l=rx/da=s/tid=MMSI04_01/bzi=1/fst=0/q=%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%B4%E3%83%AB%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8/SIG=12dj6tuf0/EXP=1264315534/*-http:/stat001.ameba.jp/user_images/b1/fe/10016089448.jpg


１．人気が高いミュージアム

メトロポリタン美術館（アメリカ）

収蔵品は収集家たちの寄贈、潤沢な資金による購入、探検隊の派遣でも
たらされた考古遺品などで構成されその数は３３０万点にのぼる。

http://srd.yahoo.co.jp/IMG/r=1/ig=230x173/id=1764bee07bf6fffa/l=rx/da=s/tid=MMSI04_01/bzi=0/fst=0/q=%E3%83%A1%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%82%BF%E3%83%B3%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8/SIG=129c64vat/EXP=1264316789/*-http:/www.hotelskip.com/images/photo/po_nyc_pGzM.jpg
http://srd.yahoo.co.jp/IMG/r=18/ig=400x263/id=2b118e6e59abbb1a/l=rx/da=s/tid=MMSI04_01/bzi=0/fst=0/q=%E3%83%A1%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%82%BF%E3%83%B3%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8/SIG=12ikd3ite/EXP=1264316789/*-http:/www.ne-japan.com/earthtravel/capimages/metropolitan.jpg


インスタントラーメン発明資料館

落語ミュージアム

ヒューモビリティワールド

・ダイハツのルーツや歴史をパネルや資料の
展示で紹介。

・未来のモビリティ社会への展望をシアターや
体感型展示で紹介。

館内では映像による落語の紹介や、お好みの落語
家のDVDやCDを視聴できるコーナーや「池田の猪
買い」「池田の牛ほめ」展示コーナーがある。

館内は、インスタントラーメンの歴史を通じて、発明・
発見の大切さを学ぶ事ができる体験型食育ミュージ
アムとなっている。チキンラーメン手作り体験工房（要
予約）やマイカップヌードル・ファクトリーが人気。



２．日本のミュージアムの現状

• 日本のミュージアム数は急速に増加している

• 1955年度では239施設だったが2005年度に
は5614施設にも増えている

• 施設の8割以上が1970年代以降にできたもの
である

☆ミュージアムが増えたきっかけの一つ

1988年に当時の竹下登内閣が打ち出した

「ふるさと創生資金」により地方でも増えたため



日本のミュージアムの現状

• 日本ではミュージアムの歴史が浅く、その内
容は欧米に比べて遅れている。

• ミュージアムの種類によって評価が異なって
おり科学系ミュージアム、特に水族館のレベ
ルは高いと言われている。

例：「沖縄美ら海水族館」（沖縄県2002年開業）



日本のミュージアムの現状

• 美術館・総合博物館・歴史博物館の内容はい
ま一つで海外に比べて劣る。

☆理由

日本は西洋美術のコレクションが少なく、海外
から作品を借りてきての企画展が中心。その
ため集客に成功しても一過性に終わってしま
う。日本美術や仏像などは、個人所有が多く、
公開されにくい等



３．地域の中核としてのミュージアム

• 大原美術館（岡山県倉敷市）



地域の中核としてのミュージアム

• 北斎館（長野県小布施町）



地域の中核としてのミュージアム

• 地中美術館（香川県直島町）

外観

睡蓮の池（クロード・モネ
）



４・集客の為の新しい動き

ミュージアム連合 展示方法の工夫

集客数増加



六本木アートトライアングル

・国立新美術館、森美術館、サントリー美術館

・相互に連携を図り、集客の増大

ミュージアムリンクパス
・金沢２１世紀美術館、地中美術館、森美術館

・全国を股にかけたミュージアムツーリングの普及

東京・ミュージアムぐるっとパス

・東京５６のミュージアム

・地域の都市観光を芸術・文化面から支える



展示方法の工夫

年度 02年 03年 04年 05年 06年

入園者数

（万人）

６７ ８２ １４５ ２０７ ３０４



今後の課題
年度 06年 07年 08年 09年

入園者数

（万人）

３０４ ３０７ ２７７ １８９

＊09年１０月18日現在

常に新しい工夫を行い集客することが
必要となっている。



５．魅力発信に必要な本格的ミュージアム
日本にあるミュージアムは、優れた貯蔵品を有していたり、地域の

中核施設として街並みと一体的な空間を構成していたり、著名建
築家の設計によるものなどである。また、展示法の工夫で、集客
に成功したものもある。これらは、その地域の個性に裏打ちされ
た魅力を対外的に発信するものでもある。

日本がこれから外国人観光客の誘致を本格化させていく場合、日
本の固有の芸術文化がミュージアムを通じて広く国内外に情報
発信されないのは大きな損失だろう。この点で、訪日する外国人
旅行者に日本の芸術文化や歴史などを、より深く掘り下げて紹介
するミュージアムが必要である。

例えば、パリに行く日本人観光客のうち、かなりの人数がルーヴル
美術館に行くだろう。しかし、日本を訪問するなら是非ここを訪れ
たい、というような定評のあるミュージアムは残念ながら日本には
現れていない。

日本の美術館は内容が評価できるものが少ない。あとは、ミュージ
アムを日本文化の発信基地として、地域との共生を考えつつ従
来以上に戦略活用していくことであろう。



５．魅力発信に必要な本格的ミュージアム

著名建築家の設計による

ミュージアム

国立新美術館

黒川紀章（くろかわ きしょう）

展示法の工夫で、集客に成
功したミュージアム

旭山動物園



５．魅力発信に必要な本格的ミュージアム
～世界の成功例～

☆リンカーン記念館
ワシントンD.Cにあり、ベトナム戦争戦

没者慰霊碑、朝鮮戦争戦没者慰霊
碑、第二次世界大戦記念碑と隣接、
フォレストガンプ 一期一会などの映
画でも撮影場所に選ばれ、広く世界
に知られている。



６．沖縄の事例①

沖縄美ら海水族館の開館に伴う入
館者数の変化

沖縄ちゅら海…
沖縄ちゅら海…

0
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400

沖縄ちゅら海水族

館開館前の1年間

（H13年11月～14
年10月）

沖縄ちゅら海水族

館開館後の1年間

(H14年11月～15
年10月)2



沖縄の事例①
～美ら海水族館～
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６．沖縄県の事例①

海洋博会地区の入園者に占める県外
利用者の割合
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７．沖縄の事例②
沖縄県平和祈念資料館

沖縄本島南部 糸満市字摩文仁（マブニ）

県庁から車で約４０分程度





７．沖縄の事例②
取り組みと課題

現在までに行った取り組み

• 平和のメッセージ展

• 人権ラブソングコンテスト

• 子供向け企画展

• 県内学校の施設使用、資
料閲覧無料

これからの課題

• 交通の便が悪い

• 平和の礎を見に来た観光
客をどう引き付けるか

• リピーターができるような工
夫

• 認知度
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